
ＣＳＲ－ＮＰＯ未来交流会  

開催日：2018.2.1(thu）13:00-16:30 

場 所：弘済会館・四谷 

 
-企業・NPO・行政の交流・連携- 

参加型 体験研修プログラム事例  

  主催：東京湾再生官民連携フォーラム 
                Tel.03-5408-8298   http://tbsaisei.com/ 

                     

          協力：経団連自然保護協議会  

 
東京湾再生官民連携フォーラムは、2012年から活動を開始、現在9つのプロジェクトチームに、行政、民間と研究者が集
まり議論を重ね、東京湾の再生活動に取り組んでいます。 

ＣＳＲ－ＮＰＯ未来交流会 交流会参加活用のおすすめ 
 
おもに環境、海洋、湾、港、川、街づくりなどの分野で活動するＮＰＯの方々の参加  
企業の総務・人事・研修、ＣＳＲ、環境担当者の参加による交流 
 

・新しい組織連携先を探訪する・事例による組織連携の方法・キッカケづくりを探る 

・研修プログラムの活用検討に・多様な立場からの積極的な意見・情報交換 

・企業内のCSR課題解決のためのアイディアへ 

・組織の制度づくり、異業種交流による新しい発創に 

 ◆体験研修プログラム 

    
    ～冒険教育プログラム×企業研修～ 

  ～ 企業×NPO 海の環境意識向上で持続可能な未来に～  

◆組織連携づくり   

    
    ～協創力による地域活性化～ 

◆NPOプレゼンテーション／セッション  

          ＮＰＯ組織等による交流プログラム等紹介 

情報交流    

         グループ形式による交流実施 



開催日時：2018年2月1日（木）  
     13:00～16:30 
開催場所：東京都千代田麹町5-1  
     弘済会館4F(萩） 
参加費用：500円（資料代など） 

Ⅰ部  講 演 

 講演 –1◆参加型 体験研修プログラム 

  冒険教育プログラム×企業研修 

  NPO法人 国際自然大学校 東京校  
     東京校ディレクター 稲松 謙太郎 

13:10 

   講演 –2 ◆参加型 体験研修プログラム 

     企業×NPO 海の環境意識向上で持続可能な未来に 

   ～海辺の環境学習を通して、生物多様性の大切さと 

                                        海域環境保全の必要性を学ぶ～ 

     
    NPO法人 オーシャンファミリー 
                       海洋自然体験センター  

      代表理事 海野 義明 

                       

13:30 
 

 講演 –3 ◆組織連携づくり 

  協創力による地域活性化 

   ～SDGsの目標１７「パートナーシップ」の実践～ 

  株式会社 伊藤園 常務執行役員 

     CSR推進部長 笹谷 秀光     

13:50 
 

   ≪ 休 憩 ≫                          14:10 

 Ⅱ部 NPOプレゼンテーション/セッション 
 
 

 ◆～多摩川干潟の自然が教室～ 
   だいし水辺の楽校の活動から 

 NPO法人 多摩川干潟ネットワーク  

     理事長 佐川 麻理子 

14:15 
 

 ◆海辺の達人養成講座 
 NPO法人 海に学ぶ体験活動協議会 

     事務局長 中島 正雄 
14:20 

   ≪ 休 憩 ≫                          14:25 

   ● ブレークタイム＆情報交流説明 事務局       Ⅲ部 情報交流手順説明 14:35 

  Ⅲ部 情報交流会  
      テーブルごとグループによる交流形式 
        

 参加交流/情報交換  
   活動の相互紹介、名刺交換の実施など  
  （質疑応答時間も含みます） 

 
14:45 

～ 
16:30 

◆交流会プログラム           

交流会の申し込みは次のサイトまで：http://tbsaisei.com/csr_npo_match2017_2.html 

 ※定員になり次第締め切りとなります。先着６０組織団体 お申込み締切日：1月22日（月） 

  東京湾再生官民連携フォーラム 事務局 http://tbsaisei.com/  

  ℡：03-5408-8298 

この事業は「国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）」が推奨する

事業として認定を受けています 

※講演プログラムは一部変更になる場合もあります。 

■交流会の構成要素 
事例研究/気づき・発見/参加・交流 
〇社会貢献・CSR の連携・協力事例研究交流 
 ・CSRプロジェクトを推進する制度やアイディアの発見 
 ・連携方法の発見（異なる組織・異業種交流による気づき） 
 ・異なる組織形態の連携（行政×企業×NPOなど） 
〇多面性・斬新性を持つプロジェクト活動 
  様々な業界、関係者、大学研究機関、市民によるプロジェクト取り組み 
〇明日のリーダー育成・社員育成・社員参加（組織制度）活動 
  企業がCSR活動として、社員教育を兼ねた実践（体験）できる 
  プログラム 
○組織連携による公共サービス  
  公共のリードによる新サービススキームの醸成  


